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令和５年度決算 南城市の財務書類を公表します

はじめに

平成26年度に総務省より「統一的な基準による財務書類」が示され、南城市では平成28年度決算より統一的な基準による財務書類を作成しています。ここでは令和５年度決算

の統一的な基準による財務書類うち、一般会計等財務書類4表について公表します。

～ 用語の解説 ～

財務書類の関連性

財務書類4表は互いに関連性を持っています。次のページでそ

れぞれの財務書類についてみていきます。

財務書類とは？

統一的な基準による財務書類は以下の4表で構成されています。

貸借対照表（バランスシート）：南城市が所有する資産や負債の状況を表します。

行政コスト計算書：人件費や減価償却費を含めた事業のコストとその対価としての

収益を表します。

純資産変動計算書：1年間の純資産の増減を表します。

資金収支計算書 ：1年間の資金の増減を表します。

経常収益

経常費用

臨時損失

臨時利益



令和５年度決算 南城市の一般会計等財務書類

南城市の貸借対照表（バランスシート）

貸借対照表（バランスシート）は、会計年度末に南城市が保有している資産と、その

資産を取得するために使ったお金の調達方法を表しています。現金の収支に注目するこ

れまでの決算書では表示することができなかった、市の財産や負債など、これまでの資

産形成の結果を知ることができます。

南城市の行政コスト計算書

南城市の純資産変動計算書

貸借対照表の純資産の部の増加要因と減少要因を計上し、純資産が1年間でどのよう

に変動したのかを示しています。

南城市の資金収支計算書
貸借対照表の現金が1年間でどのように変化したのかを表しています。現金の使いみ

ちによって3つの区分に分け、どのような行政活動にいくら使ったのかが分かります。

業務活動収支

行政サービスの提供に必要となる人件

費や物件費などの支出と、税収などに

よる収入が計上されます。

投資活動収支

道路や公共施設の取得のために支出し

た金額や基金への積立額等と、公共施

設等の取得の財源となった地方債や

国・県からの補助金、基金の取崩額等

が計上されます。

財務活動収支

支出には地方債の償還額が、収入には

新たに発行した地方債の収入額が計上

されます。

公共サービスを提供する際に発生した支出と、それらの対価として得られた収入を計

上しています。
経常費用の構成割合

※本資料内の財務書類では端数処理の関係で合計額とその内訳が一致していない場合があります。
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構成割合

（単位：千円）

【資産の部】 【負債の部】

固定資産 119,934,833 固定負債 17,612,349

有形固定資産 115,590,888 地方債 17,323,872

無形固定資産 134,744 退職手当引当金 243,999

投資その の資産 4,209,201 その 44,478

投資及び出資金 256,381 流動負債 2,346,628

基金 3,789,925  年内償還予定地方債 1,893,566

その 162,894 賞与等引当金 180,554

流動資産 8,522,607 その 272,508

現金預金 2,603,989 負債合計 19,958,977

未収金 57,060

基金 5,864,194 【純資産の部】

その △  ,6  純資産合計 108,498,463

資産合計 128,457,440 負債及び純資産合計 128,457,440

借　方 貸　方

（単位：千円）

経常費用 26,052,420

業務費用 12,771,644

人件費 3,003,694

物件費等 9,207,691

その の業務費用 560,259

  費用 13,280,776

経常収益 1,040,511

使用料・手数料 218,723

その 821,788

25,011,909

臨時損失 320,651

臨時利益 87,768

25,244,791純行政コスト

純経常行政コスト

区分 金額

（単位：千円）

純行政コスト △   , 44, 9 

財源 23,772,901

税収等 13,944,460

国県等補助金 9,828,441

資産評価差額 11,870

無償所管替等 △    ,   

その △ 8 6, 94

本年度　純資産変動額 △  ,6  ,   

108,498,463

前年度末　純資産残高 111,170,515

本年度末　純資産残高

令和５年度決算では年度末の

純資産残高が前年度末と比較

して減少しています。

このことは減価償却費等の現

金の支出を伴わないコストも

含めた総コストを、税収等で

賄いきれなかったことを示し

ています。

（単位：千円）

2,448,800

【業務活動収支】

業務支出 21,653,430

業務費用支出 8,372,654

  費用支出 13,280,776

業務収入 23,118,820

臨時支出 4,084

臨時収入 3,267

業務活動収支 1,464,573

【投資活動収支】

投資活動支出 5,300,210

投資活動収入 4,527,092

投資活動収支 △    ,  8

【財務活動収支】

財務活動支出 1,920,215

財務活動収入 1,371,700

財務活動収支 △  48,   

本年度資金収支額 142,940

本年度歳計外現金増減額 12,249

2,603,989当年度末の現金預金残高

前年度末の現金預金残高
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